
十
七

塔
（
高
圧
ガ
ス
設
備
（
貯
槽
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
最
高
位
の
正
接
線
か
ら
最
低
位
の
正

接
線
ま
で
の
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
貯
槽
（
貯
蔵
能

力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
三
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
配
管（
高

圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
地
盤
面
上
の
配
管
（
外
径
四
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、

地
震
防
災
遮
断
弁
（
地
震
時
及
び
地
震
後
の
地
震
災
害
の
発
生
並
び
に
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
遮
断
機
能

を
有
す
る
弁
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
区
切
ら
れ
た
間
の
内
容
積
が
三
立
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
又
は
塔
槽
類
（
塔
及
び
貯
槽
を
い
う
。）か
ら
地
震
防
災
遮
断
弁
ま
で
の
間
の
も
の
を
い
う
。）並
び

に
こ
れ
ら
の
支
持
構
造
物
及
び
基
礎
（
以
下
「
耐
震
設
計
構
造
物
」
と
い
う
。）は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

十
七

塔
（
反
応
、
分
離
、
精
製
、
蒸
留
等
を
行
う
高
圧
ガ
ス
設
備
（
貯
槽
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
当
該
設
備

の
最
高
位
の
正
接
線
か
ら
最
低
位
の
正
接
線
ま
で
の
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
い
う
。）、貯
槽（
貯

蔵
能
力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
三
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。）及
び
配
管
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

も
の
に
限
る
。）並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持
構
造
物
及
び
基
礎
（
以
下
「
耐
震
設
計
構
造
物
」
と
い
う
。）は
、
耐

震
設
計
構
造
物
の
設
計
の
た
め
の
地
震
動
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
設
計
地
震
動
」
と
い
う
。）、
設
計
地

震
動
に
よ
る
耐
震
設
計
構
造
物
の
耐
震
上
重
要
な
部
分
に
生
じ
る
応
力
等
の
計
算
方
法
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
耐
震
設
計
構
造
物
の
応
力
等
の
計
算
方
法
」
と
い
う
。）、
耐
震
設
計
構
造
物
の
部
材
の
耐
震
設
計
用

許
容
応
力
そ
の
他
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
耐
震
設
計
の
基
準
に
よ
り
、
地
震
の
影
響
に
対
し
て
安
全
な

構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
耐
震
設
計
構
造
物
の
応
力
等
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が

耐
震
設
計
上
適
切
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
計
算
を
行
う
に
当
た
つ
て
十
分
な
能
力

を
有
す
る
と
認
め
た
者
に
よ
る
場
合
に
限
る
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
八
〜
四
十
三

﹇
略
﹈

十
八
〜
四
十
三

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

（
危
害
予
防
規
程
の
届
出
等
）

（
危
害
予
防
規
程
の
届
出
等
）

第
六
十
三
条

﹇
略
﹈

第
六
十
三
条

﹇
略
﹈

２

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

２

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

一
〜
六

﹇
略
﹈

一
〜
六

﹇
略
﹈

七

大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
及
び
減
災
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

八
〜
十
二

﹇
略
﹈

七
〜
十
一

﹇
略
﹈

３
〜
８

﹇
略
﹈

３
〜
８

﹇
略
﹈

９

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
津
波
浸
水
想
定
（
同
項
に
規
定
す
る
「
津
波
浸
水
想
定
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
設
定
さ
れ
た
区
域
内

に
あ
る
事
業
所
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

も
の
の
ほ
か
、
当
該
津
波
浸
水
想
定
に
応
じ
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

一

津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
警
報
の
伝
達
方
法
、
避
難
場
所
、
避
難
の
経
路

そ
の
他
の
避
難
に
関
す
る
こ
と
。

二

津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
作
業
の
速
や
か
な
停
止
、
設
備
の
安
全
な
停
止
並
び

に
避
難
時
間
の
確
保
に
係
る
判
断
基
準
、
手
順
及
び
権
限
に
関
す
る
こ
と
。

三

津
波
に
関
す
る
防
災
に
係
る
必
要
な
教
育
、
訓
練
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

四

津
波
に
よ
る
製
造
設
備
又
は
貯
蔵
設
備
の
破
損
又
は
流
出
に
よ
る
事
業
所
内
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て
想

定
さ
れ
る
被
害
並
び
に
当
該
被
害
が
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長

に
対
す
る
当
該
被
害
の
想
定
に
係
る
情
報
提
供
に
関
す
る
こ
と
（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
に
お
け
る
津
波
浸

水
想
定
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。）。

五

充
塡
容
器
等
（
高
圧
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置
用
容
器
を
除
く
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
事
業
所
か
ら
の
流
出
防
止
を
図
る
た
め
の
措
置
並
び
に
流
出
し
た
充
塡
容
器
等

の
回
収
方
針
に
関
す
る
こ
と
（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定
が
一
メ
ー
ト
ル
（
車
両
に

固
定
し
た
容
器
に
係
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
二
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。）。

六

津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
緊
急
遮
断
装
置
、
防
消
火
設
備
、
通
報
設
備
、
防
液

堤
そ
の
他
の
保
安
に
関
す
る
設
備
等
の
作
業
手
順
及
び
当
該
設
備
等
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
対

応
策
に
関
す
る
こ
と
。

七

津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
製
造
施
設
の
保
安
確
保
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。
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